
     

明

治

2 2
年

に

大

日

本

帝

国

憲

法

が

制

定

さ

れ

、

翌

年

に

国

会

が

開

か

れ

て

か

ら

今

年

で

1 1 0
年

に

な

り

ま

す

。

し

か

し

、

そ

の

時

の

選

挙

に

参

加

で

き

た

の

は

全

人

口

の

わ

ず

か

一

％

に

し

か

過

ぎ

ま

せ

ん

で

し

た

。

と

い

う

の

も

、

そ

の

時

の

選

挙

権

は

、

2 5
歳

以

上

の

男

子

で

直

接

国

税

を

1 5
円

以

上

納

め

る

裕

福

な

人

に

限

ら

れ

た

か

ら

で

す

。

そ

れ

で

も

わ

が

国

初

め

て

の

選

挙

と

あ

っ

て

熱

が

こ

も

っ

た

と

い

う

こ

と

で

す

。

最

近

初

め

て

の

衆

議

院

議

員

選

挙

に

つ

い

て

の

史

料

が

市

内

の

旧

家

で

見

つ

か

り

ま

し

た

。 

そ

れ

に

よ

る

と

現

在

の

選

挙

風

景

と

は

か

な

り

異

な

り

、

演

説

会

な

ど

は

事

前

に

警

察

に

届

け

る

こ

と

に

な

っ

て

い

た

よ

う

で

す

。

そ

し

て

、

そ

の

演

説

会

で

は

立

候

補

者

の

演

説

や

政

党

の

宣

伝

よ

り

は

、

代

議

政

治

や

選

挙

権

な

ど

が

い

か

に

大

切

な

こ

と

か

と

い

う

こ

と

に

力

が

注

が

れ

て

い

ま

す

。

 

た

と

え

ば

、
「

代

議

政

治

ノ

善

良

ナ

ル

コ

ト

ハ

先

進

各

国

ノ

情

況

ニ

徴チ
ョ
ウ

シ

充

分

信

認

シ

ン

ニ

ン

ス

ル

ニ

足タ

ル

」

 

 

   

  

と

か

「

吾

人

ゴ

ニ

ン

（

私

た

ち

）

希

望

ヲ

満

足

ス

ル

ノ

国

会

ヲ

開

ク

ヤ

否イ

ナ

ヤ

ハ

議

員

其ソ

ノ

人

ヲ

得

ル

コ

ト

ニ

ア

リ

」

と

か

い

っ

て

い

ま

す

。

ま

た

「

選

挙

権

を

有

ス

ル

者

ハ

一

般

ノ

人

民

ニ

代

リ

テ

選

挙

ノ

事

ヲ

行オ
コ
ナ

フ

ヘ

キ

者

ナ

レ

バ

選

挙

ヲ

行オ
コ
ナ

フ

ノ

義

務

ア

リ

」「
衆

議

院

議

員

タ

ル

者

ハ

吾

人

ノ

代

議

士

ナ

レ

バ

智

識

ア

リ

、

才

能

ア

リ

、

学

識

ヲ

兼

備

シ

タ

ル

者

ヲ

選

挙

シ

」「
情

実

選

挙

ナ

ド

ノ

弊

害

ナ

カ

ラ

ン

コ

ト

ヲ

希

望

ス

」

な

ど

自

分

た

ち

の

意

見

を

国

政

に

反

映

し

た

い

と

い

う

熱

意

が

ふ

つ

ふ

つ

と

伝

わ

っ

て

き

ま

す

。

今

日

の

選

挙

と

比

べ

て

ど

う

思

わ

れ

ま

す

か

。

 

（

専

門

員

 

田

寺

典

似

） 

   

た 
 

か 
 

さ 
 

ご 
 

史 
 

話 
 

④ 

～

明 

治

の

選

挙

～ 


